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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ電極ラインと走査電極ラインとがそれぞれ所定間隔をおいて互いに交差して形成
され、前記交差領域に電界発光ディスプレイセルが形成された電界発光ディスプレイパネ
ルにおいて、それぞれの水平駆動周期の初期に、それぞれのデータ電極ラインに印加され
るデータ信号が遮断され、走査される走査電極ラインに第１電位が印加され、他のあらゆ
る走査電極ラインに前記第１電位より高い第２電位が印加され、それぞれのデータ電極ラ
インがスイッチングによって電気的に互いに連結される予備充電段階を実行する電界発光
ディスプレイパネルの駆動方法において、
　前記予備充電段階の実行時間が前記各データ信号の大きさに反比例してそれぞれのデー
タ電極ライン別に決定されるとともに、前記データ信号の印加時間が前記各データ信号の
大きさに比例してそれぞれのデータ電極ライン別に決定され、
　水平駆動時間の各々は、予備充電段階の実行時間とデータ信号の印加時間とから構成さ
れて、前記予備充電段階の実行時間と前記データ信号の印加時間との和は一定であり、
　各データ電極ラインの信号入力端と対向する他端に連結された複数の充電スイッチに、
各々入力される複数のパルス信号によってそれぞれの水平駆動周期の初期で各データ電極
ラインの前記他端を電気的に互いに連結するか分離し、前記複数の充電スイッチに対応し
て各々連結された複数のパルス発生器は、制御部から提供されるスイッチング制御信号に
よって前記複数の充電スイッチを駆動するパルス信号を発生して、前記各データ電極ライ
ンの前記他端が互いに連結される時間を各データ信号の大きさに反比例して対応するデー



(2) JP 5120581 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

タ電極ライン別に決定し、
　低い階調の電界発光ディスプレイセルに対する予備充電時間が相対的に長くなってデー
タ電極ラインを通じて相対的に低い電流を流して、予備充電段階でのデータ電極ラインを
通したクロストークを低減するとともに、高い階調の電界発光ディスプレイセルに対する
予備充電時間が相対的に短くなって予備充電時間に続く走査時間を相対的に長くして高い
階調の電界発光ディスプレイセルを相対的に高い輝度で発光させる
　ことを特徴とする電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項２】
　前記予備充電段階の実行が終了した後に、それぞれの水平駆動周期の終了時点まで走査
される走査電極ラインに対する走査段階が実行される
　ことを特徴とする請求項１に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項３】
　前記走査段階は、
　それぞれのデータ電極ラインがスイッチングによって電気的に互いに分離される段階と
、
　走査される走査電極ラインの前記第１電位が持続され、他のあらゆる走査電極ラインの
前記第２電位が持続される段階と、
　それぞれのデータ信号がそれぞれのデータ電極ラインに印加されて、前記走査される走
査電極ラインの選択された電界発光ディスプレイセルが発光する段階とを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項４】
　前記予備充電段階では、
　前記データ電極ラインがツェナーダイオードのカソードと共通に連結され、前記ツェナ
ーダイオードのアノードに前記第１電位が印加される
　ことを特徴とする請求項１に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項５】
　データ電極ラインと走査電極ラインとがそれぞれ所定間隔をおいて互いに交差して形成
され、前記交差領域に電界発光ディスプレイセルが形成された電界発光ディスプレイパネ
ルの駆動装置において、
　前記データ電極ラインの信号の入力端に連結され、入力されるスイッチング制御信号に
よってディスプレイデータ信号を処理して前記データ電極ラインに印加するデータ駆動部
と、
　入力されるスイッチング制御信号による走査駆動信号を前記走査電極ラインに印加する
走査駆動部と、
　前記データ電極ラインの他端に連結されて、入力されるパルス信号によってそれぞれの
水平駆動周期の初期で前記データ電極ラインの前記他端を電気的に互いに連結するか分離
する複数の充電スイッチと、
　入力されるスイッチング制御信号によって前記充電スイッチを駆動するパルス信号を発
生させて、前記それぞれのデータ電極ラインの前記他端が互いに連結される時間をそれぞ
れのデータ信号の大きさに反比例してそれぞれのデータ電極ライン別に決定し、前記複数
の充電スイッチに各々対応して設けられたパルス発生器と、
　前記データ駆動部にディスプレイデータ信号及びスイッチング制御信号を提供し、前記
走査駆動部及びパルス発生器にスイッチング制御信号を提供する制御部とを含み、
　前記データ駆動部は、データ信号の印加時間が各データ信号の大きさに比例してそれぞ
れの前記データ電極ライン別に決定し、
　水平駆動時間の各々は、予備充電段階の実行時間とデータ信号の印加時間とから構成さ
れて、前記予備充電段階の実行時間と前記データ信号の印加時間との和は一定であり、
　低い階調の電界発光ディスプレイセルに対する予備充電時間が相対的に長くなってデー
タ電極ラインを通じて相対的に低い電流を流して、予備充電段階でのデータ電極ラインを
通したクロストークを低減するとともに、高い階調の電界発光ディスプレイセルに対する
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予備充電時間が相対的に短くなって予備充電時間に続く走査時間を相対的に長くして高い
階調の電界発光ディスプレイセルを相対的に高い輝度で発光させる
　ことを特徴とする電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電界発光ディスプレイパネルの駆動方法及び装置に係り、より詳細には、デ
ータ電極ラインと走査電極ラインとが所定間隔をおいて互いに交差して形成され、その交
差領域に電界発光ディスプレイセルが形成される電界発光ディスプレイパネルの駆動方法
及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すような通常の電界発光ディスプレイ装置は、電界発光ディスプレイパネル２
及び駆動装置を含む。駆動装置は、制御部２１、走査駆動部６及びデータ駆動部５を含む
。ここで、充電スイッチ２５及び充電電圧決定部２２は、電界発光ディスプレイパネル２
に又は駆動装置に含まれる。
【０００３】
　電界発光ディスプレイパネル２には、データ電極ライン３と走査電極ライン４とがそれ
ぞれ所定間隔をおいて互いに交差して形成され、その交差領域に電界発光ディスプレイセ
ル１が形成される。
【０００４】
　制御部２１は、入力映像信号を処理してデータ駆動部５にディスプレイデータ信号及び
スイッチング制御信号を提供し、走査駆動部６及び充電スイッチ２５にスイッチング制御
信号を提供する。走査駆動部６は、制御部２１からのスイッチング制御信号によって動作
して走査電極ライン４を駆動する。制御部２１からのスイッチング制御信号によって動作
するデータ駆動部５は、制御部２１からのディスプレイデータ信号によってデータ電極ラ
イン３を駆動する。
【０００５】
　充電スイッチ２５は、制御部２１からのスイッチング制御信号によって動作してあらゆ
るデータ電極ライン３を電気的に互いに連結するか、あるいは分離する。キャパシタ２４
とツェナーダイオード２３との並列回路よりなる充電電圧決定部２２は、ツェナーダイオ
ード２３の降伏電圧としてデータ電極ライン３の予備充電電圧を決定する。
【０００６】
　図１及び図２を参照して、電界発光ディスプレイパネル２の従来の駆動方法、例えば、
特許文献１の駆動方法を説明する。図２において、ＳＰＣは、制御部２１からデータ駆動
部５、走査駆動部６、及び充電スイッチ２５に提供される予備充電信号を示す。ＳＳｎは
、走査駆動部６から第ｎ走査電極ライン４ａまたは４ｂに印加される走査駆動信号を示す
。ＳＳｎ＋１は、走査駆動部６から第ｎ＋１走査電極ライン４ｂまたは４ｃに印加される
走査駆動信号を示す。ＶＤｎ＋１は、いずれか一つのデータ電極ラインに印加される電圧
波形を示す。
【０００７】
　それぞれの水平駆動時間ａ、ｂは、予備充電段階ｃ及び走査段階ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ
５を含む。
【０００８】
　第ｎ水平駆動時間ａの予備充電段階ｔ１～ｔ２では、あらゆるデータ電極ライン３に印
加されるデータ信号が遮断される。また、走査スイッチ１０ａ，．．．，１０ｃの動作に
よって、第ｎ走査電極ライン以外の他のあらゆる走査電極ラインに第１電位が印加され、
第ｎ走査電極ラインに前記第１電位より低い第２電位としての接地電位が印加される。そ
して、充電スイッチ２５の動作によってあらゆるデータ電極ライン３が電気的に互いに連
結される。これにより、それ以前の水平駆動時間の走査時間に発光した第ｎ－１走査電極
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ラインの電界発光セル１の寄生キャパシタが放電され、他のあらゆる電界発光セル１の寄
生キャパシタが充電されるので、あらゆるデータ電極ラインの電位が均一に上昇する。
【０００９】
　第ｎ水平駆動時間ａの走査段階ｔ２～ｔ３では、充電スイッチ２５の動作によってあら
ゆるデータ電極ライン３が電気的に互いに分離され、ディスプレイデータ信号がデータ電
極ライン４に印加されて第ｎ走査電極ラインの選択された電界発光ディスプレイセルが発
光される。ここで、予備充電段階ｔ１～ｔ２によってあらゆるデータ電極ラインの電位が
均一に上昇している状態であるため、選択された電界発光ディスプレイセルに速やかに電
圧が印加されて駆動速度及び画質が高くなる。
【００１０】
　このような動作原理は、第ｎ＋１水平駆動時間ｂでも同一に適用される。
【００１１】
　図１及び３を参照して、図１に示す電界発光ディスプレイパネル２の通常駆動方法を詳
細に説明する。図３において、Ｓ３ａないしＳ３ｅは、それぞれのデータ電極ライン３ａ
ないし３ｅに印加される信号の例である。ＳＳｎは、走査駆動部６から第ｎ走査電極ライ
ン４ａまたは４ｂに印加される走査駆動信号を示す。ＳＳｎ＋１は、走査駆動部６から第
ｎ＋１走査電極ライン４ｂまたは４ｃに印加される走査駆動信号を示す。Ｓ２５ａないし
Ｓ２５ｅは、それぞれの充電スイッチ２５ａないし２５ｅに同一に印加される制御信号を
示す。
【００１２】
　それぞれの水平駆動時間ａ、ｂは、予備充電段階ｃ及び走査段階ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ
５を含む。ここで、予備充電段階ｃは、それに続く走査段階ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ５にお
けるそれぞれのデータ信号の大きさに関係なく、あらゆるデータ電極ライン３に対して常
に一定の時間中に行われる。
【００１３】
　第ｎ水平駆動時間ａの予備充電段階ｔ１～ｔ２では、あらゆるデータ電極ライン３に印
加されるデータ信号が遮断される。また、走査スイッチ１０ａ，．．．，１０ｃの動作に
よって、走査される第ｎ走査電極ラインに第１電位としての接地電位が印加され、第ｎ走
査電極ライン以外のあらゆる走査電極ラインに前記第１電位より高い第２電位が印加され
る。そして、充電スイッチ２５が一律にターンオンされることによってあらゆるデータ電
極ライン３が電気的に互いに連結される。これにより、それ以前の水平駆動時間の走査時
間で発光した第ｎ－１走査電極ラインの電界発光セル１の寄生キャパシタが放電されるこ
とによって、充電電圧決定部２２によって設定された電位としてあらゆるデータ電極ライ
ンの電位が均一になる。
【００１４】
　第ｎ水平駆動時間ａの走査段階ｔ２～ｔ３では、充電スイッチ２５の動作によってあら
ゆるデータ電極ライン３が電気的に互いに分離され、ディスプレイデータ信号がデータ電
極ライン３に印加されて、第ｎ走査電極ラインの選択された電界発光ディスプレイセルが
発光する。ここで、予備充電段階ｔ１～ｔ２によってあらゆるデータ電極ラインの電位が
接地電位より高くなった状態であるため、選択された電界発光ディスプレイセルに速やか
に電圧が印加されて輝度が上昇できる。
【００１５】
　前記のような動作原理は、第ｎ＋１水平駆動時間ｂにも同一に適用される。
【００１６】
　前記のような通常の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法によれば、第ｎ水平駆動時
間ａでいずれか一つのデータ電極ラインの第ｎ電界発光セルが選択される場合、第ｎ＋１
水平駆動時間ｂで前記データ電極ラインの第ｎ＋１電界発光セルが選択されなかったのに
もかかわらず、第ｎ＋１水平駆動時間ｂの予備充電段階ｔ３～ｔ４で前記第ｎ＋１電界発
光セルが誤放電を起こす現象、すなわち、データ電極ラインを通したクロストーク現象が
おきることがある。なぜなら、第ｎ＋１水平駆動時間ｂの予備充電段階ｔ３～ｔ４で前記
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第ｎ＋１電界発光セルに相対的に高い順方向電圧が印加されるからである。
【００１７】
　ここで、予備充電周期ｃが短いほどデータ電極ラインを通じて相対的に大きい電流が流
れるので前記クロストーク現象が頻繁におきる。しかし、予備充電周期ｃが短いほど走査
周期ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ５が長くなるので高い階調の電界発光ディスプレイセルが高い
輝度で発光できる。これに対し、予備充電周期ｃが長いほどクロストークの発生回数が減
るが、走査周期ｔ２～ｔ３、ｔ４～ｔ５が短くなるので高い階調の電界発光ディスプレイ
セルが高い輝度で発光できない。
【特許文献１】特開２００２－１０８２８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明の目的は、データ電極ラインを通したクロストークを減らしつつ高い階調の電界
発光ディスプレイセルを高い輝度で発光させる電界発光ディスプレイパネルの駆動方法及
び装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　前記目的を達成するための本発明の方法は、データ電極ラインと走査電極ラインとがそ
れぞれ所定間隔をおいて互いに交差して形成され、前記交差領域に電界発光ディスプレイ
セルが形成された電界発光ディスプレイパネルにおいて、それぞれの水平駆動周期の初期
に、それぞれのデータ電極ラインに印加されるデータ信号が遮断され、走査される走査電
極ラインに第１電位が印加され、他のあらゆる走査電極ラインに前記第１電位より高い第
２電位が印加され、それぞれのデータ電極ラインがスイッチングによって電気的に互いに
連結される予備充電段階を実行する電界発光ディスプレイパネルの駆動方法である。ここ
で、前記予備充電段階の実行時間がそれぞれのデータ信号の大きさに反比例してそれぞれ
のデータ電極ライン別に決定される。
【００２０】
　これにより、低い階調の電界発光ディスプレイセルに対する予備充電時間が長くなって
データ電極ラインを通じて相対的に低い電流が流れるので、前記予備充電段階でのデータ
電極ラインを通したクロストークが減る。また、高い階調の電界発光ディスプレイセルに
対する予備充電時間が短くなり、前記予備充電時間に続く走査時間が長くなるので、高い
階調の電界発光ディスプレイセルを高い輝度で発光させることができる。
【００２１】
　前記目的を達成するための本発明の装置は、データ電極ラインと走査電極ラインとがそ
れぞれ所定間隔をおいて互いに交差して形成され、前記交差領域に電界発光ディスプレイ
セルが形成された電界発光ディスプレイパネルの駆動装置であって、データ駆動部、走査
駆動部、充電スイッチ、パルス発生器及び制御部を含む。前記データ駆動部は、前記デー
タ電極ラインの信号の入力端に連結され、入力されるスイッチング制御信号によってディ
スプレイデータ信号を処理して前記データ電極ラインに印加する。前記走査駆動部は、入
力されるスイッチング制御信号による走査駆動信号を前記走査電極ラインに印加する。前
記充電スイッチは、前記データ電極ラインの他端に連結されて、入力されるパルス信号に
よってそれぞれの水平駆動周期の初期で前記データ電極ラインの他端を電気的に互いに連
結するか分離する。パルス発生器は、入力されるスイッチング制御信号によって前記充電
スイッチを駆動するパルス信号を発生させて、前記それぞれのデータ電極ラインの前記他
端が互いに連結される時間をそれぞれのデータ信号の大きさに反比例してそれぞれのデー
タ電極ライン別に変える。前記制御部は、前記データ駆動部にディスプレイデータ信号及
びスイッチング制御信号を提供し、前記走査駆動部及びパルス発生器にスイッチング制御
信号を提供する。
【発明の効果】
【００２２】
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　本発明による電界発光ディスプレイパネルの駆動方法及び装置によれば、低い階調の電
界発光ディスプレイセルに対して予備充電段階の実行時間が長くなってデータ電極ライン
を通じて相対的に低い電流が流れるため、予備充電段階でのデータ電極ラインを通したク
ロストークが減る。また、高い階調の電界発光ディスプレイセルに対して予備充電段階の
実行時間が短くなって予備充電段階に続く走査動作の時間が長くなるため、高い階調の電
界発光ディスプレイセルを高い輝度で発光させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明による望ましい実施形態が詳細に説明される。
【００２４】
　図１及び図４を参照して、図１の電界発光ディスプレイパネル２を本発明の一実施形態
によって駆動する方法を詳細に説明する。図４において、Ｓ３ａないしＳ３ｅは、それぞ
れのデータ電極ライン３ａないし３ｅに印加される信号を例として示す。ＳＳｎは、走査
駆動部６から第ｎ走査電極ライン４ａまたは４ｂに印加される走査駆動信号を示す。ＳＳ

ｎ＋１は、走査駆動部６から第ｎ＋１走査電極ライン４ｂまたは４ｃに印加される走査駆
動信号を示す。Ｓ２５ａないしＳ２５ｅは、それぞれの充電スイッチ２５ａないし２５ｅ
に印加される制御信号を示す。
【００２５】
　それぞれの水平駆動時間ａ、ｂは、それぞれのデータ電極ライン３ａないし３ｅに対し
て予備充電段階ｔ１～ｔ３ａ、ｔ１～ｔ３ｂ、・・・ｔ１～ｔ３ｅ及び走査段階ｔ３ａ～
ｔ３、ｔ３ｂ～ｔ３、・・・ｔ３ｅ～ｔ３を含む。ここで、予備充電段階の実行時間ｔ１
～ｔ３ａ、ｔ１～ｔ３ｂ、ｔ１～ｔ３ｅが、それぞれのデータ信号Ｓ３ａないしＳ３ｅの
大きさに反比例してそれぞれのデータ電極ライン３ａないし３ｅ別に決定される。以下、
この制御過程を段階的に詳細に説明する。
【００２６】
　第ｎ水平駆動時間ａの第１時間ｔ１～ｔ３ａにおいて、あらゆるデータ電極ライン３に
印加されるデータ信号が遮断される。また、走査スイッチ１０ａ，．．．，１０ｃの動作
によって、走査される第ｎ走査電極ラインに第１電位としての接地電位が印加され、第ｎ
走査電極ライン以外のあらゆる走査電極ラインに前記第１電位より高い第２電位が印加さ
れる。そして、充電スイッチ２５がいずれもターンオンされることによってあらゆるデー
タ電極ライン３が電気的に互いに連結される。これにより、それ以前の水平駆動時間の走
査時間で発光した第ｎ－１走査電極ラインの電界発光セル１の寄生キャパシタが放電され
ることによって、他のあらゆる電界発光セル１の寄生キャパシタが充電されるので、あら
ゆるデータ電極ラインの電位が均一に上昇する。
【００２７】
　次に、第ｎ水平駆動時間ａの第１時間ｔ１～ｔ３ａの終了時点ｔ３ａにおいて、第１充
電スイッチ２５ａがターンオフされると同時に、電流値Ｉ４のディスプレイデータ信号が
第１データ電極ライン３ａに印加される。
【００２８】
　次に、第ｎ水平駆動時間ａの第２時間ｔ１～ｔ３ｂの終了時点ｔ３ｂにおいて、第２充
電スイッチ２５ｂがターンオフされると同時に、電流値Ｉ２のディスプレイデータ信号が
第２データ電極ライン３ｂに印加される。
【００２９】
　第ｎ水平駆動時間ａの第３時間ｔ１～ｔ３ｅの終了時点ｔ３ｅにおいて、第ｍ充電スイ
ッチ２５ｂがターンオフされると同時に、電流値Ｉ２のディスプレイデータ信号が第ｍデ
ータ電極ライン３ｅに印加される。
【００３０】
　前記の各段階は残りのデータ電極ライン３ｃ，．．．，３ｄに対して同一に適用される
。
【００３１】
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　前記と同じく、第ｎ＋１水平駆動時間ｂの第１時間ｔ１～ｔ３ｅにおいて、あらゆるデ
ータ電極ライン３に印加されるデータ信号が遮断される。また、走査スイッチ１０ａ，．
．．，１０ｃの動作によって、走査される第ｎ＋１走査電極ラインに第１電位としての接
地電位が印加され、第ｎ＋１走査電極ライン以外のあらゆる走査電極ラインに前記第１電
位より高い第２電位が印加される。そして、充電スイッチ２５がいずれもターンオンされ
ることによってあらゆるデータ電極ライン３が電気的に互いに連結される。これにより、
それ以前の第ｎ水平駆動時間ａの走査時間ｔ３ａ～ｔ３、ｔ３ｂ～ｔ３、ｔ３ｅ～ｔ３で
発光した第ｎ走査電極ラインの電界発光セル１の寄生キャパシタが放電されることによっ
て、他のあらゆる電界発光セル１の寄生キャパシタが充電され、あらゆるデータ電極ライ
ンの電位が均一に上昇する。
【００３２】
　次に、第ｎ＋１水平駆動時間ｂの第１時間ｔ３～ｔ３ｅの終了時点ｔ３ｅにおいて、第
ｍ充電スイッチ２５ｅがターンオフされると同時に、電流値Ｉ３のディスプレイデータ信
号が第ｍデータ電極ライン３ｅに印加される。
【００３３】
　次に、第ｎ＋１水平駆動時間ｂの第２時間ｔ３～ｔ３ｂの終了時点ｔ３ｂにおいて、第
２充電スイッチ２５ｂがターンオフされると同時に、電流値Ｉ１のディスプレイデータ信
号が第２データ電極ライン３ｂに印加される。
【００３４】
　第ｎ＋１水平駆動時間ｂの第３時間ｔ３～ｔ３ａの終了時点ｔ３ａにおいて、第１充電
スイッチ２５ａがターンオフされると同時に、電流値０のディスプレイデータ信号が第１
データ電極ライン３ａに印加される。
【００３５】
　前記の各段階は、残りのデータ電極ライン３ｃ，．．．，３ｄに対して同一に適用され
る。
【００３６】
　前記のような本発明の駆動方法によれば、予備充電時間ｔ１～ｔ３ａ、ｔ１～ｔ３ｂ、
・・・ｔ１～ｔ３ｅがそれぞれのデータ信号Ｓ３ａないしＳ３ｅの大きさに反比例してそ
れぞれのデータ電極ライン３ａないし３ｅ別に決定される。これにより、低い階調の電界
発光ディスプレイセルに対する予備充電時間が長くなってデータ電極ライン３ａないし３
ｅを通じて相対的に低い電流が流れるので、予備充電段階でのデータ電極ラインを通した
クロストークが減る。また、高い階調の電界発光ディスプレイセルに対する予備充電時間
が短くなり、予備充電時間に続く走査時間が長くなるので、高い階調の電界発光ディスプ
レイセルを高い輝度で発光させることができる。
【００３７】
　図５は、本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動装置のデ
ータ駆動部５の内部構成を示す。図５に示すデータ駆動部５はインターフェース３０、ラ
ッチ３１、デジタル－アナログ変換部３２、駆動回路３３、及び出力部３４を含む。
【００３８】
　インターフェース３０は、制御部２１からのディスプレイデータ信号をインターフェー
スしてラッチ３１に提供し、また、制御部２１からのタイミング制御信号をインターフェ
ースしてラッチ３１、デジタル－アナログ変換部３２、及び駆動回路３３に提供する。イ
ンターフェース３０からのディスプレイデータ信号は、ラッチ３１に一時的に保持された
後、デジタル－アナログ変換部３２に提供される。インターフェース３０からのタイミン
グ制御信号によって動作するデジタル－アナログ変換部３２は、ラッチ３１からのディス
プレイデータ信号をアナログ信号に変換して駆動回路３３に提供する。
【００３９】
　インターフェース３０からのタイミング制御信号によって動作する駆動回路３３は、デ
ジタル－アナログ変換部３２からのディスプレイデータ信号によって電流源８を駆動して
電流によるディスプレイデータ信号を発生する。出力部３４は、駆動回路３３からのディ



(8) JP 5120581 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

スプレイデータ信号をデータ電極ライン３に出力する。ここで、前記のように、制御部２
１からのタイミング制御信号によってそれぞれの水平駆動時間ａ、ｂでディスプレイデー
タ信号の印加時間が、それぞれのデータ信号Ｓ３ａないしＳ３ｅの大きさに比例してそれ
ぞれのデータ電極ライン３ａないし３ｅ別に決定される。
【００４０】
　図６は、本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動装置の充
電スイッチ２５及びパルス発生回路２６の内部構成を示す。図７は、図６のパルス発生回
路２６を詳細に示す。図６及び７に示す構成例において、充電スイッチ２５は、データ電
極ライン３の信号入力端と対向する他端に連結されて、入力されるパルス信号によってそ
れぞれの水平駆動周期の初期でデータ電極ライン３の前記他端を電気的に互いに連結する
か分離する。充電スイッチ２５ａないし２５ｅに各々連結されてパルス発生回路２６を構
成するパルス発生器２６ａないし２６ｅは、制御部（図１の２１参照）から提供されるス
イッチング制御信号によって充電スイッチ２５ａないし２５ｅを駆動するパルス信号を発
生して、それぞれのデータ電極ライン３ａないし３ｅの前記他端が互いに連結される時間
をそれぞれのデータ信号の大きさに反比例してそれぞれのデータ電極ライン３ａないし３
ｅ別に決定する。これと関連した動作は図４を参照して前述した通りである。
【００４１】
　図８を参照して、本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動
装置の制御部（図１の２１参照）の予備充電アルゴリズムを順に説明する。
【００４２】
　水平同期信号が入力されれば（段階Ｓ１において”はい”）、制御部（図１の２１参照
）の内部メモリからデータ駆動部（図５の５）に入力されるそれぞれのデータ電極ライン
（図１の３ａないし３ｅ）のデータ信号が判読される（段階Ｓ２）。次に、それぞれのデ
ータ信号の大きさに反比例する予備充電時間がそれぞれのデータ電極ラインに対して設定
される（段階Ｓ３）。次に、設定された予備充電時間によってデータ駆動部（図５の５）
及びパルス発生回路（図６の２６）の動作が制御される（段階らＳ４及びＳ５）。これと
関連した動作は図４を参照して前述した通りである。段階Ｓ１ないしＳ５はそれぞれの水
平駆動時間で反復して行われる（段階Ｓ６）。
【００４３】
　本発明は、上記の特定の実施形態に限定されず、特許請求の範囲で定義された発明の思
想及び範囲内で当業者によって変形及び改良できる。
【００４４】
　本発明によれば、電界発光ディスプレイ装置でクロストークを減らして輝度を向上させ
うる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】通常の電界発光ディスプレイ装置の構成を示す図面である。
【図２】図１の電界発光ディスプレイパネルの通常の駆動方法を示すタイミング図である
。
【図３】図１の電界発光ディスプレイパネルの通常の駆動方法を詳細に示すタイミング図
である。
【図４】図１の電界発光ディスプレイパネルを本発明の一実施形態によって駆動する方法
を詳細に示すタイミング図である。
【図５】本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動装置のデー
タ駆動部の内部構成を示す回路図である。
【図６】本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動装置の充電
スイッチ及びパルス発生回路の内部構成を示す回路図である。
【図７】図６のパルス発生回路を詳細に示す回路図である。
【図８】本発明の望ましい実施形態による電界発光ディスプレイパネルの駆動装置の制御
部の予備充電アルゴリズムを示すフローチャートである。
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【符号の説明】
【００４６】
１　電界発光素子
２　電界発光ディスプレイパネル
３　データ電極ライン
４　走査電極ライン
５　データ駆動部
６　走査駆動部
８　電流源
１０ａ、１０ｃ　走査スイッチ
２１　制御部
２２　充電電圧決定部
２５　充電スイッチ
２６　パルス発生回路
２６ａ，．．．，２６ｄ　パルス発生器

【図１】

【図２】

【図３】
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驱动周期的初始周期中切断施加到各个数据电极线的数据信号，以将第
一电位施加到扫描电极线，以施加第二电位高于第一电位到另一扫描电
极线，并通过相互切换电连接各数据电极线。在上述预充电阶段，执行
时间由每个数据电极线确定，与数据信号的大小成反比，使得预充电阶
段的执行时间相对于EL显示单元的长度变长。低灰度和相对于高灰度的
EL显示单元使预充电阶段的执行时间变短。 Ž
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